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企業ブログ 運営マニュアル 

制作著者：スターティアラボ株式会社 

Webプロモーション事業部 CMSサポート 
http://www.startialab.co.jp 

β無断転載禁ず 

http://www.startialab.co.jp/
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企業ブログを知ろう 1 

これまで主流であった、広告出稿に大きく投資をする形ではなく、ユーザーの自発的
な「探す行動」に合わせて役立つ情報を提供し、そのユーザーを 「ファン」 にするこ
とを目的としたマーケティング手法です。 

企業ブログ、オウンドメディアとは？ 

運営目的について 

成果について 

見つけて 

もらう 
リピートして 

もらう 
Fanになって 

もらう 

閲覧者に向けてお役立ち情報を発信していくことで、様々な複合ワードで記事が 

検索エンジンに掛るようになります。 

 

企業ブログの成果は、多くの閲覧者に知って貰い、ファンになって貰うことです。つま
り、『見込み顧客をどれだけ囲い込みできるか』になります。 
競合他社では出していない貴社ならではの情報を展開していきましょう。 

300%UP 
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ロングテールがカギ 

記事を多く用意することにより、複合ワードで閲覧されるケースが増加します。ビッグ
ワードではなく、ロングテールと呼ばれるよりニッチワードを獲得していくように、記事
を作成していきましょう。 

ロングテール 

ビ
ッ
グ
ワ
ー
ド 

表示回数 検索順位 検索キーワード 

検索数は高くないが 

キーワードの種類が豊富 

検索数 高 

検索数 低 

以下は弊社サイトのデータとなります。複合ワードでも検索順位が向上すれば検索
しているユーザは多くいます。このように潜在層を獲得していきましょう。 
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コンテンツ作成の前に考えること 2 

認知 探索 
興味 

理解 
比較検討 再来訪 購入 

アフター 

コミュニ 
ケーション 

リピート ファン化 

魅力的なコンテンツ 
を探している 

現状に課題を 

感じている 
他社と差別化 

箇所が分からない 

購入の決め手を 

探している 

アフターフォロー 
を求めている 

購入が正解だったと 

認識したい 

閲覧者が求める情報はステージ毎に大きく異なります。 

各ステージにおいて必要な情報をブログ記事にするよう心がけましょう。 

 

また、ゴールを問合せにするのか？セミナーや資料請求にするのか？に合わせて 

ゴール用の導線やページもアクションも準備しましょう。 

ゴール ゴール 

閲覧者のシナリオとゴールを把握 

ターゲットは誰にするのか？どんな情報を書くべきか？多くの方が悩まれる箇所で
すが、ターゲットのシナリオとゴールを可視化することでどんな情報を配信するべき
か、簡単に整理が出来ます。 

閲覧者のシナリオと悩み 

対応するブログ記事 

問題の数的データを 

元に問題提起を 

記事にして訴求 

自社の強み 

社内共有しやすい 

ように、資料化 

導入成功例を 

記事にしたり 
活用術を公開 

自社セミナーの 

告知勧誘などで 

接触機会を作成 
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ターゲットを考えてみよう 

記事を書く前に、ターゲットを想像しましょう。本格的にやりたい場合は、下記のよう
にペルソナ設計をするのも有効です。閲覧者は様々な立場の方がいますが、 

『こうゆう人には絶対に喜んでもらえる！』という想像をしましょう。 

ターゲット像がイメージできたら、その人が欲しがっている情報を先読みして、 

記事に起こしてあげましょう。 

参考記事 http://knowus.41web.jp/blog/2015/09/11/62 
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もちろん、企業ブログで成果を出すにはポイントがあります。誰にどんな情報を提供する
か？も大事ですが、まずは基本となるポイントを抑え記事を書いていきましょう！ 

良い例 

良い記事の書き方 

見やすさ 

内容の濃さ 

文章量（SEO対策） 

http://www.41web.jp/blog/2015/07/10/227 

最初は見やすさです。 
記事内に見出し棒を置いて、各章ごとに
読みやすくしましょう。 

企業ブログは日記ではありません。 
商品の良さや自社の魅力を伝える場所
ですので閲覧者に役立つ内容を書くよう
に意識しましょう。 

目安としては800文字以上です。 

文章が無い記事は検索順位において優
位になりませんので、届けたい情報を書
く場合は分量も気にしましょう。 

コンテンツ作成編 3 
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ブログのメタディスクリプションを設定 

カテゴリの設定 

タグの設定 

Webサイトを検索した際に、ページタイトルと説明文
が表示されます。 
閲覧者はこの情報から、有益なページかどうか 

判断するので、各個別に設定するように心がけましょ
う。 

設定方法 http://manual.cms2.jp/basic/blog/menu_blog06.html 

記事を複数書いていくと、必ずジャンル毎に大別でき
ます。予め必要となるカテゴリを用意し、閲覧者が情
報を探しやすい環境を用意しましょう。 

設定方法 http://manual.cms2.jp/basic/blog/menu_blog04.html 

カテゴリとは異なる関連性を持たせたい場合は 

タグの設定を行って下さい。 
記事末尾に関連する記事として自動掲載されます。 

設定方法 http://manual.cms2.jp/basic/blog/menu_blog05.html 
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見出しを活用して、読みやすくしよう 

見出し（h2）はSEO対策にとっても重要な要素となりますが、まずはビジュアル面を
すっきりさせるために、章毎の区切り線として活用しましょう。 

 

また、スマートフォンからの流入も考えられますので、パソコンだけでなく、スマート
フォンでみた場合の改行ポイントなどもケアしましょう。 

 

 

 

 

 

 

閲覧者の集中力は3分程度とされているので、3分で読み終わる1800文字をベース
に、4～5章に分けて記事を書くのがお勧めです。 
 

お勧めの書き方 
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SNSと連携させる方法 

B2BにおいてはFacebookだけで十分です。Facebookアカウントを企業でもってい
ない場合は、まずアカウントを準備しておきましょう。 

 

Facebookにログインし、「何か書く…」の箇所に、公開したブログURLを貼ります。 
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実践SEOライティング 4 

キーワードニーズの確認方法 

文章量の多い記事を書くだけでは、SEOの評価はそこまで得られません。 
ターゲットに書いた記事が届くようにSEO対策も施しましょう。 

 

まずは、どんなキーワード（複合ワードも含め）にニーズがあるのか、確かめてみま
しょう。確認方法は、GoogleAdWordsを利用しましょう。 

Google AdWords キーワードプランナー：https://adwords.google.co.jp/KeywordPlanner  

競合性は有料広告を出しているキーワードを指します。 

 

競合が少なく、ニーズもあるキーワードで上位表示されるのばベストなので、 

どんなキーワードが良く検索されているのか確認してみましょう。 

https://adwords.google.co.jp/KeywordPlanner
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文章量とキーワード比率について 

コンテンツに中身が無い、ユニーク性が無い記事はGoogleからの評価をそもそも受け
ません。その上で、コンテンツ上に必要な分量は800文字以上と言われております。 
  

また、日本人の読書速度は１分間に600文字と言われているので、集中して読み切れ
る1800文字（3分間）にまとめるのが妥当と言えます。 

ファンキーレイティング：http://funmaker.jp/seo/funkeyrating/  

メインキーワード：ページ内で５～７％ 

サブキーワード ：ページ内で４～５％ 

 

  

該当キーワードが少なすぎるとSEO効果も下がりますので、ファンキーレイティングな
どのツールを活用しながら、キーワード量を調整してみましょう。 

http://funmaker.jp/seo/funkeyrating/
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ブログ運営を可視化しましょう！ 5 

主要数値（KPI）の測定  

記事を書き始めたら、KPIを測定しましょう。一定期間をテストマーケティングとして集
計し、その後、月間の記事作成本数やゴールコンテンツなどの目標設定をしましょう。 

 

主要KPI 4月 5月 6月 7月 8月 

ブログ流入数 8,514 10,561 13,872 15,549 14,314 

全体セッション数 12,099 14,431 18,337 20,603 18,202 

ゴール数（資料DL） 18 22 25 34 21 

主要ｋW順位 4月 5月 6月 7月 8月 

1 CMS 制作会社 3 4 4 2 2 

2 SEO コンサル 10 8 3 4 5 

3 東京 web制作会社 22 24 23 20 18 

記事作成本数 4月 5月 6月 7月 8月 

作成本数 21 18 22 22 19 

累計本数 130 148 170 192 211 
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主要数値の確認方法 

主要数値はGoogle Analyticsにて確認ができます。そこで現状の数値を把握しましょう。 
 

行動＞サマリー＞レポート全体を見る＞ 虫めがね枠に/blog/ で絞り込み 
流入数は閲覧開始数を指し、PV数はページビュー数を指します。 

CV数はアナリティクス設定から目標項を選び、特定ページURLを設定すると 
測定が可能になります。 

・流入数、PV数の確認方法 

・CV数の設定方法 
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効果測定とＰＤＣＡサイクル 6 

SEOとクリック率を確認しよう 

記事を公開したら、効果測定を開始します。書いた記事が市場に必要とされている
のかを確認するとともに、改善箇所があるかを探していきます。 

PDCAサイクルを回し記事の精度を上げていき、ファンを増やして行きましょう！ 

Webマスターツール（Google Search Console）について：http://manual.cms2.jp/blog/2015/09/17/19 

・Webマスターツール（Google Search Console） 

掲載順位 

表示回数 

CTR 

特定キーワードで検索した際の順位が表示されます。 

検索エンジンで検出され、ユーザ画面に表示された回数です。 

（βクリックされた訳ではない） 

クリック率を指します。SEOで10位以内の場合は20％ほどま
で高まる箇所です。 

β設定方法などが分からない場合は、以下参照記事をご活用ください。 
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改善施策を立てよう 

・流入数を改善したい場合 

・PV数を改善したい場合 

・CV数を向上したい場合 

SEO対策 

コンテンツ 
改善 

EFO対策 

Webマスターツールにて、SEO対策により表示回数が伸びそ
うな記事を探します。順位が上がるほど、表示回数も増えるの
で、対象記事（対象キーワード）に対して紹介したSEOライティ
ングを実施してみて下さい。 

Googleアナリティクスでブログ記事の直帰率を確認して下さい。 

もし、直帰率100％などの記事が多い場合は、記事の中身や
見やすさの面で改善を掛けてみてください。 

資料請求やセミナー参加をゴールに設定している場合は、 

問合せページ自体のセッション数をチェックして下さい。 

問合せ実行率としては20％と言われているので、数値が下
回っている場合は、入力項目を減らしてみてください。 
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失敗しない為のチェック項目 

ブログ目標 

実際にブログ運営していくうえでの目標や指標を設定してみましょう！効果測定を回
していくにあたり、今プロセスが重要となります。 

Ex) 10件の資料DL/月 

主要KPI 

Ex) 330件のセッション確保/月 

更新ペース 

Ex) 17記事/月 

ゴールの用意 

Ex) 資料DLページの作成 
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No カテゴリ 項目 内容 チェック 

1 構築初期設定 カテゴリの設定 ブログ記事をカテゴライズする初期設定です。 □ 

2 タグの設定 ブログ記事をタグ分けする初期設定です。 □ 

3 facebookの作成 ブログ公開時にfacebookを利用すると効果的です。 □ 

4 記事作成 ターゲット設定 閲覧者のシナリオと悩みを考えましょう。 □ 

5 コンテンツ内容 閲覧者の悩みに合わせて、5ｗを考えましょう。 □ 

6 画像の準備 メイン画とブログ内に挿入する画像を用意しましょう。 □ 

7 見出しの設定 h2用のデザイン装飾をオリジナルに設定しましょう。 □ 

8 SEO対策 タイトルの設定 主要KWを含む、キャッチタイトルを設定しましょう。 □ 

9 各章の見出し設定 13文字前後で主要KWを含む見出しにしましょう。 □ 

10 文章量 800文字以上になるように、コンテンツを充実させましょう。 □ 

11 概要（description）設定 サイト検出時の説明文を作成しましょう。 □ 

12 主要KW比率のチェック 主要KWはページ内で５～７％にコントロールしましょう。 □ 

13 効果測定 Google Analytics アクセス解析が可能なように閲覧権を取得しましょう。 □ 

14 Search Console アクセス解析が可能なように閲覧権を取得しましょう。 □ 

15 主要数値の管理 主要数値をエクセルなどで管理しましょう。 □ 

16 目標設定 KGIの設定 ブログ運営のゴールと目標数値を設定しましょう。 □ 

17 KPIの設定 目標到達のための主要数値を設定しましょう。 □ 

18 更新記事数 目標到達のための運用本数を設定しましょう。 □ 

19 ゴールコンテンツの作成 ゴールコンテンツを作成しましょう。 □ 

記事を作成する際には以下のチェック項目を活用することで、一定のSEO効果が見
込めます。企業ブログ運営にご活用ください。 
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CMSサポート窓口 
 

TEL 03-5339-2279 

Mail cms_s@startialab.co.jp 

 
Web http://manual.cms2.jp/ 

受付時間：午前9時～午後6時（土日祝日、年末年始を除く） 


